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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

月定例会月定例会1212月定例会月定例会1212

　平成２９年１２月定例会が、１１月３０日から１２月１９日までの２０日間開催され、報告案件１件、
専決処分３件、条例議案３件、一般議案３件、予算議案４件、諮問案件３件、発議案１件を審議した。
採決の結果、専決処分２件不承認、予算議案１件修正、他はすべて原案どおり可決した。

12月定例会で決まった主なこと
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議　案 件　　　名 議決結果 付託委員会

承 認 第 6 号 専決処分の承認を求めることについて
（平成２９年度南房総市一般会計補正予算（第５号））

承 　 　 認
全 会 一 致 予算審査特別

承 認 第 7 号 専決処分の承認を求めることについて 
（平成２９年度南房総市一般会計補正予算（第６号））

不 承 認
賛 成 少 数 予算審査特別

承 認 第 8 号 専決処分の承認を求めることについて 
（平成２９年度南房総市一般会計補正予算（第７号））

不 承 認
賛 成 少 数 予算審査特別

議案第 57 号 南房総市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致 総 　 務

議案第 58 号 南房総市市営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致 産 業

議案第 59 号 南房総市営駐車場の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定に
ついて

原 案 可 決
全 会 一 致 総 　 務

議案第 60 号 市道路線の認定について 原 案 可 決
全 会 一 致 産 業

議案第 61 号 指定管理者の指定について（南房総市大房岬自然の家） 原 案 可 決
全 会 一 致 総 　 務

議案第 62 号 指定管理者の指定について（南房総市流通拠点施設） 原 案 可 決
全 会 一 致 産 業

議案第 63 号 平成２９年度南房総市一般会計補正予算（第８号） 修 正 可 決 予算審査特別

議案第 64 号 平成２９年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 65 号 平成２９年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 66 号 平成２９年度南房総市水道事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

諮　　　 問
第 5号～第 7 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 任 ―

発議第 2 号 千倉地区社会体育施設整備構想に係る調査特別委員会設置の決議について 原 案 可 決
賛 成 多 数 ―

平成29年南房総市議会 12月定例会提出議案等議決結果

 ( 賛否が分かれた議案のみ掲載）　○：賛成　×：反対

議案ごとの賛否
阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

髙
木
　
幹
男

長
谷
川
　
博

青
木
　
建
二

寺
澤
　
利
郎

川
上
　
　
清

飯
田
　
彰
一

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

川
名
　
晴
作

青
木
　
正
孝

羽
山
　
和
夫

木
曽
　
貴
夫

真
木
　
利
幸

鈴
木
　
直
一

承認第７号
専決処分の承認を求めることについて
（平成２９年度南房総市一般会計補正予算
（第６号））

〇 〇 × 〇 × × × × 〇 × × × 〇 × 〇 × 〇 × 〇

議
長

承認第８号
専決処分の承認を求めることについて
（平成２９年度南房総市一般会計補正予算
（第７号））

〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × × 〇 × 〇 × 〇 × 〇

議案第６３号
修正案

平成２９年度南房総市一般会計補正予算
（第８号） × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 ×

議案第６３号
修正案を
除く原案

平成２９年度南房総市一般会計補正予算
（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

発議第２号
千倉地区社会体育施設整備構想に係る調
査特別委員会設置の決議について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議員名
議案名
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補
正
予
算

問　

な
ぜ
敷
地
内
全
体
と

言
っ
て
南
側
の
道
路
や
東
側

の
谷
ま
で
調
査
す
る
の
か
。

千
倉
総
合
運
動
公
園
所
長　

設
計

の
判
断
材
料
に
な
る
の
で
、

市
有
地
全
体
を
調
査
す
る
。

修
　
正
　
案

　

千
倉
総
合
運
動
公
園
の

地
形
測
量
と
地
質
調
査

９
２
６
万
７
千
円
を
削
除

す
る
修
正
案
説
明
。

　

時
間
を
か
け
て
再
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
提

出
し
た
。

　

12
月
12
日
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審

査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）

○ 

富
浦
中
武
道
場
屋
根
改

修
工
事

３
７
８
０
万
円

問　

石
綿
セ
メ
ン
ト
板
は

安
全
か
。

学
校
再
編
整
備
室
長　

石
綿
を

含
む
建
材
を
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
場
合
は
問
題
な
い
。

〇 

道
路
改
修
工
事
に
よ
る

特
殊
機
械
借
上
料

３
７
０
万
円

問　

何
カ
所
分
か
。

建
設
課
長　

富
浦
２
、
富

山
６
、三
芳
３
、
白
浜
１
、

千
倉
２
、
丸
山
４
、
和
田

５
の
23
カ
所
。

〇
公
有
財
産
購
入
費

１
５
７
０
万
円

平成２９年度南房総市一般会計補正予算（第８号）
千倉総合運動公園地形測量・地質調査業務委託料

９２６万７千円を削除し

　221億5,477万円に総
額

問　

ど
こ
を
い
く
ら
で
買

う
の
か
。

管
理
課
長　

沓
見
42
号
線

は
農
地
３
５
０
０
㎡　

１
１
９
０
万
円
。
市
部
３

号
線
は
宅
地
１
５
１
㎡　

３
８
０
万
円
。

問　

嶺
南
中
南
側
の
旧
市

道
は
今
ま
で
の
道
幅
で
、

予
定
ど
お
り
造
成
が
行
わ

れ
る
の
か
。

学
校
再
編
整
備
室
長　

今
後
、

若
干
の
変
更
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

〇 

千
倉
総
合
運
動
公
園
の

地
形
測
量
と
地
質
調
査

９
２
６
万
７
千
円

問　

こ
の
先
の
計
画
を
見

込
ん
で
の
調
査
か
。

千
倉
総
合
運
動
公
園
所
長　

整
備

構
想
と
の
関
連
性
は
あ
る

が
、
老
朽
化
に
よ
る
安
全

対
策
の
た
め
計
上
し
た
。

問　

多
目
的
運
動
場
は
正

規
の
サ
ッ
カ
ー
場
の
広
さ

が
取
れ
な
く
て
も
整
備
す

る
の
か
。

教
育
長　

そ
の
時
点
で
判

断
す
る
。

反
対
討
論

　

地
質
調
査
は
整
備
構
想

が
前
提
だ
が
、
利
用
者
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
。

賛
成
討
論

　

議
会
で
整
備
構
想
の
議

論
が
必
要
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案

が
可
決
し
、
そ
れ
以
外
の

原
案
は
可
決

富浦中武道場屋根修繕
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補
正
予
算

◎ 

専
決
処
分
の
承
認
（
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
））

〇 

９
月
28
日
・
10
月
７
日
の

豪
雨
の
災
害
復
旧
55
件

１
６
８
９
万
８
千
円

問　

補
正
７
号
は
11
月
１

日
に
連
絡
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
補
正
６
号
の
専
決
は

11
月
22
日
に
知
っ
た
。
な

ぜ
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
部
長　

次
か
ら
は
報

告
し
た
い
。

問　

10
月
７
日
の
被
災
箇

所
は
何
件
か
。

建
設
課
長　
４
件
。

反
対
討
論

・ 
ほ
と
ん
ど
９
月
28
日
に

起
き
た
災
害
。

・ 

説
明
や
報
告
を
一
切
せ

ず
執
行
し
た
。
議
会
を

軽
視
し
て
い
る
。

賛
成
討
論

・ 

専
決
は
法
的
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
で
否
決

◎ 

専
決
処
分
の
承
認
（
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
））

〇
台
風
21
・
22
号
災
害
復
旧

１
億
２
５
９
１
万
円

問　

補
正
予
算
総
額
が
高

額
だ
が
、
過
去
に
同
様
の

例
は
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
23

年
４
月
に
１
億
６
千
万

円
、
平
成
25
年
10
月
に

１
億
１
０
６
０
万
円
が
あ

る
。

問　

市
道
豊
岡
２
号
線

は
、
擁よ

う
へ
き壁
が
倒
れ
仮
復
旧

費
１
５
８
５
万
円
と
あ
る

が
災
害
認
定
を
受
け
な
い

の
か
。

建
設
課
長　

地
元
か
ら
波

返
し
の
延
長
を
強
く
要
望

さ
れ
た
。
災
害
認
定
を
受

け
る
と
波
返
し
の
施
工
が

で
き
な
く
な
る
。
仮
復
旧

で
は
大
型
土
の
う
を
設
置

し
舗
装
を
直
す
。

反
対
討
論

・ 

災
害
認
定
を
受
け
な
い

の
は
、
市
民
へ
の
背
信
行

為
。

・ 

工
事
を
や
る
ま
で
の
間

に
説
明
す
べ
き
。

賛
成
討
論

・ 

早
急
な
対
応
が
必
要

だ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
で
否
決

◎ 
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
財
政
調
整
基
金
積
立２

億
円

問　

毎
年
度
、
繰
越
金
は

ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
。

保
険
年
金
課
長　

補
正
予

算
を
組
む
時
に
繰
越
金
を

充
て
て
い
る
。

問　
国
保
税
の
７
割
、５
割
、

２
割
の
世
帯
数
の
内
訳
は
。

保
険
年
金
課
長　

７
割
が

２
２
６
３
世
帯
、
５
割
が

１
１
１
８
世
帯
、
２
割
が

１
０
５
４
世
帯
、
合
計
で

４
４
３
５
世
帯
。

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）・
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
原
案
ど
お

り
可
決

台風の災害状況

市道豊岡２号線被害（富浦）
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委 員 会 報 告

委
員
会
報
告

「大房岬自然の家」を
千葉自然学校へ指定管理の更新

　

12
月
12
日
、
総
務
委
員
会

を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
、
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

市
営
駐
車
場
の
設
置
管

理
条
例
の
廃
止　

問　

条
例
の
廃
止
で
市
営

駐
車
場
は
な
く
な
る
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

千
倉
郵
便

局
前
の
公
共
広
場
、
七
浦

郵
便
局
付
近
の
駐
車
場
が

あ
る
が
、
廃
止
さ
れ
て
も

残
る
。

問　

千
倉
郵
便
局
前
駐
車

場
は
何
台
契
約
さ
れ
て
い

る
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

11
台
分
の

う
ち
４
台
。

問　

千
倉
駅
周
辺
の
有
料

駐
車
場
へ
の
影
響
は
な
い

か
。

管
財
契
約
課
長　

整
備
の

際
、
周
辺
の
方
々
へ
の
説

明
も
し
た
の
で
影
響
は
な

い
と
考
え
た
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
大
房
岬
自
然
の
家
）

問　

な
ぜ
公
募
し
な
か
っ

た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

条
例
で

「
事
業
効
果
が
相
当
程
度
期

待
で
き
る
場
合
は
非
公
募

で
選
定
で
き
る
」
と
あ
る
。

問　

契
約
期
間
は
５
年
だ

が
、
こ
の
先
、
大
規
模
な

修
理
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
、
ど
ち
ら
が
負
担
す
る

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

協
議
し
て

進
め
た
い
と
考
え
る
が
、

基
本
的
に
大
き
な
修
理
は

市
が
負
担
。

問　

民
宿
組
合
、
観
光
協

会
等
か
ら
営
業
妨
害
と

か
、
民
業
圧
迫
等
の
声
は

な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

新
規
の
顧

客
と
民
業
へ
の
圧
迫
等
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
営
業

し
て
い
く
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
原

案
ど
お
り
可
決

総
務

千倉駅前駐車場

南房総市大房岬自然の家
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委 員 会 報 告

　

12
月
11
日
、
産
業
委
員
会

を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の

と
お
り
。

◎ 

市
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

問　
こ
れ
は
条
項
の
変
更
で

は
な
く
条
文
の
改
正
で
は
な

い
の
か
。

管
理
課
長　

公
営
住
宅
法

施
行
令
及
び
施
行
規
則
の

変
更
に
と
も
な
う
も
の
で

あ
る
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
流
通
拠
点
施
設
）

問　

流
通
拠
点
施
設
の
指

定
管
理
を
鋸
南
青
果
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
鋸
南

青
果
が
出
荷
者
か
ら
商
品
を

預
か
り
、
流
通
さ
せ
る
段
階

で
問
題
が
生
じ
れ
ば
鋸
南
青

果
の
責
任
と
考
え
る
が
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

流
通
上

で
の
問
題
で
あ
れ
ば
鋸
南

青
果
の
責
任
で
あ
る
。

問　

鳥
の
防
除
対
策
に

１
４
０
万
円
の
予
算
を
計
上

し
た
が
、
市
が
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

施
設
は

市
が
所
有
す
る
も
の
で
あ

る
。
す
で
に
鳥
が
巣
を
作
っ

て
し
ま
っ
て
お
り
、
被
害
も

で
て
い
る
の
で
、
市
の
責
務

と
し
て
、
鳥
対
策
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

問　
市
内
産
農
産
物
の
取
り

扱
い
高
は
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

昨
年
度

は
５
３
２
０
万
円
で
あ
る
。

問　

出
荷
登
録
者
数
と
新

規
加
入
者
数
の
目
標
は
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

以
前
か

ら
の
登
録
者
は
３
５
１
人
、

平
成
30
年
よ
り
20
人
ず
つ

増
や
し
、
34
年
末
に
延
べ

１
０
０
人
を
増
や
す
と
い

う
計
画
で
あ
る
。

問　

新
規
加
入
者
の
勧
誘

方
法
は
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

農
協
へ

の
共
選
出
荷
物
や
直
売
所

等
へ
出
荷
す
る
以
外
の
生

産
物
を
納
品
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
鋸
南
青
果
が
積

極
的
に
営
業
す
る
方
針
で

あ
る
。

問　

指
定
管
理
の
契
約
年

数
は
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

平
成
35

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
で
あ
る
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
原

案
ど
お
り
可
決

産
業

委
員
会
報
告

「流通拠点施設」を
鋸南青果株式会社へ指定管理の更新

市内の市営住宅

南房総市流通拠点施設
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問
提
案
を
「
無
理
だ
」

と
言
う
の
は
簡
単
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
す
ぐ
に
実
行

で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
こ
と
、
思
い
切
っ
た
ア

イ
デ
ア
を
簡
単
に
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
前
向
き
に
考
え

る
癖
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
が
。

市
長
市
民
の

皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
ご

提
案
等
に
も
、
き

ち
っ
と
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
取
り
入

れ
ら
れ
る
も
の
は

取
り
入
れ
、
前
向

き
に
取
り
組
め
る

も
の
は
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く

姿
勢
を
今
後
と
も

堅
持
し
て
い
く
。

一
般
質
問

青木　建二議員

了
す
る
重
要
な
時
期
を
迎
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
行

政
改
革
に
よ
り
、
財
政
運
営
に

は
十
分
な
備
え
を
し
て
あ
る
と

自
負
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人

口
減
少
、
高
齢
化
へ
の
対
策
、

産
業
の
振
興
と
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
な

成
果
を
確
認
す
る
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
。
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
住
み
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
社
会
資
本
の

整
備
、
子
育
て
支
援
、
教
育
の

充
実
、
産
業
振
興
と
経
済
の
活

性
化
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
完
結
、
課

題
の
解
決
は
申
し
上
げ
る
ま
で

も
な
く
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
な
お
一
層
努
力

し
て
い
く
。

問
市
民
か
ら
改
め
て
市
政

運
営
の
か
じ
取
り
を

託
し
て
い
た
だ
き
、
大
事
な
４

年
間
を
、
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
む
決
意
を
表
明
す
る
べ
き
で

は
。市

長
当
市
は
い
よ
い
よ
合

併
特
例
措
置
が
終

問
正
直
に
誠
意
を
持
っ

て
財
政
の
苦
し
さ
を

訴
え
る
等
、
市
民
と
向
き
合
う

と
い
う
こ
と
で
、
直
接
民
主
制

の
メ
リ
ッ
ト
が
活
き
、
良
い
方

向
で
施
策
が
進
め
ら
れ
る
と

思
う
が
。

市
長
市
民
の
皆
さ
ま
方

の
ご
意
見
に
も
、

折
に
触
れ
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
市
政
発

展
の
た
め
に
努
め
て
い
く
、
こ

こ
が
一
番
重
要
な
こ
と
だ
と

思
う
。

産業振興と経済の活性化に注力（産業まつり）

言葉に込められた市民の思い、託された夢を
実現したい

7 人の議員が市政を質す

次
期
市
政
運
営
に
向
け
た
決
意
に
つ
い
て

使
命
感
と
覚
悟
を
持
っ
て
、
４
期
目
の
市
政
運
営
に
臨
み
た
い
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た
に
計
画
策
定
の
検
討
を
始
め

た
。問

山
間
部
ま
た
は
海
岸
部

等
の
地
域
特
性
に
よ

り
異
な
る
地
域
の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

が
必
要
で
は
な
い
か
。

建
設
環
境
部
長
行
政
と
民

間
事
業

者
・
行
政
区
・
地
域
住
民
と
協

力
、
協
働
し
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
で
、
検
討
す

る
。問

悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り

添
い
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と
の
で

き
る
「
命
の
門
番
」
と
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
育
成
状
況
は
。

阿部美津江議員

市
長
平
成
27
年
度
民
生

委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
主
催
の
研
修
会
で
、
安

房
管
内
の
自
殺
の
状
況
や
、
心

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
寄
り
添
い
向
か

い
合
う
「
自
殺
に
関
す
る
講

演
」
が
行
わ
れ
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
１
１
６
人
が
参
加

し
て
い
る
。

問
児
童
生
徒
へ
の
取
り

組
み
は
。

教
育
長
今年

４
月
か
ら
教
育

相
談
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
０
歳

か
ら
高
校
生
ま

で
の
相
談
・
親
子

の
相
談
に
応
じ

て
い
る
。
不
登
校

児
対
応
と
し
て

教
育
委
員
会
の

２
階
に
ス
マ
イ

一
般
質
問

問
国
は
自
治
体
に
対
し
、

災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
の
策
定
を
推
進
し
て
い
る
が

本
市
の
状
況
は
。

市
長
今
年
度
に
策
定
予
定

だ
っ
た
が
、
ご
み
処

理
広
域
化
事
業
の
方
向
転
換
に

よ
り
環
境
省
の
モ
デ
ル
補
助
事

業
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
り

計
画
策
定
を
先
送
り
し
た
。
新

ル
教
室
を
設
け
、
そ
こ
に
も
来

ら
れ
な
い
児
童
生
徒
に
は
相

談
員
等
が
自
宅
近
く
に
出
向

い
て
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

問
気
軽
に
メ
ン
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
ア
ク
セ
ス
デ
ー
タ

か
ら
市
民
の
心
の
状
態
を
把

握
し
、
施
策
に
生
か
す
こ
と
も

可
能
に
な
る
「
こ
こ
ろ
の
体
温

計
」
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。市

長
ご
本
人
の
み
な
ら

ず
家
族
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、

本
ア
プ
リ
の
導
入
も
含
め
当

市
に
合
っ
た
自
殺
対
策
を
検

討
す
る
。

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

来
年
以
降
早
い
時
期
に
策
定
す
る

自殺防止対策

台風２１号による白浜川下漁港の被害状況

災
害
廃
棄
物
処
理

自
殺
・
自
死
対
策

強
化
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安田美由貴議員

収
集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
収
集
範
囲
が
広
い
の

で
難
し
い
。

問
ご
み
の
持
ち
込
み
料
金

は
「
１
回
当
た
り
」
で

は
な
く
「
１
日
当
た
り
の
合
計

量
」
と
分
別
表
示
に
示
せ
な
い

か
。建

設
環
境
部
長
新
た
に
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
を
希
望
す
る
人
が
い
た
ら
、

注
意
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
も
の
を

配
る
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
数
は
何
人
か
。

市
長
１
８
５
人
。

問
滞
納
に
よ
っ
て
利
用
者

が
制
限
を
受
け
て
い

る
ケ
ー
ス
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
。

市
長
利
用
料
が
３
割
負
担

の
人
が
一
人
い
る
。

問
４
月
か
ら
生
活
援
助

（
掃
除
・
洗
濯
・
調
理

な
ど
）
の
利
用
制
限
が
行
わ
れ

る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
国
の
動
向

を
注
視
す

る
。問

認
知
症
の
人
の
う
ち

在
宅
の
人
は
。

保
健
福
祉
部
長
認
知
症
と

診
断
さ
れ

た
、
１
８
６
１
人
中
、
約

１
０
０
０
人
が
在
宅
。

問
受
け
入
れ
先
に
は
、

ど
こ
が
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長
認
知
症
の

み
受
け
入

れ
る
施
設
に
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
あ
る
。
他
の
施
設
も
、

介
護
度
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き

る
。

問
高
齢
者
等
の
投
票
機

会
確
保
の
た
め
、
移

動
投
票
所
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長
考
え
て
い
な
い
。

問
27
年
度
は
５
５
０
ト
ン

の
プ
ラ
ご
み
か
ら
、

４
４
０
ト
ン
の
固
形
燃
料
が
で

き
て
、
１
１
０
ト
ン
の
残
渣
が

発
生
し
て
い
る
。
残
渣
は
ど
う

し
て
い
る
か
。

市
長
銚
子
の
千
葉
産
業
ク

リ
ー
ン
で
焼
却
・
埋

め
立
て
を
し
て
い
る
。

問
固
形
燃
料

の
販
売
先

は
。建

設
環
境
部
長

主に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
通
じ
市
原
グ
リ
ー

ン
電
力
に
売
っ
て

い

る
。問

固
形
燃
料

は
、
様
々

な
自
治
体
や
業
者
か

ら
集
め
た
プ
ラ
ご
み

や
木
く
ず
を
混
ぜ
て

作
ら
れ
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
販
売
先
の
28
．

２
％
は
市
原
グ
リ
ー
ン
電
力
。

ほ
か
22
．
８
％
と
は
、
か
ず
さ

ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
か
。

建
設
環
境
部
長
把
握
し
て

い
な
い
。

問
高
齢
者
等
、
希
望
す
る

世
帯
の
ご
み
を
戸
別

　 　 　 　

介
護
保
険

移
動
投
票
所

他自治体の移動期日前投票所

固形燃料

一
般
質
問

外
房
プ
ラ
ご
み
の
処
理
状
況
は

市
川
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
処
理
し
、

固
形
燃
料
に
し
て
い
る
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さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る
。

　

事
前
の
情
報
に
よ
り
災
害
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
要

支
援
者
な
ど
災
害
弱
者
へ
の
対

応
策
と
し
て
、
避
難
準
備
情
報

を
明
る
く
活
動
し
や
す
い
時
間

帯
に
発
令
し
、
早
目
に
避
難
所

を
開
設
す
る
。

問
災
害
発
生
時
の
応
急
対

策
に
つ
い
て
、
台
風
21

号
で
の
夜
間
対
策
は
。

市
長
市
内
や
周
辺
に
災
害

が
発
生
し
た
場
合

は
、
応
急
対
策
を
迅
速
に
行
う

た
め
の
体
制
を
直
ち
に
整
え
、

災
害
の
拡
大
防
止
と
被
災
者
の

救
援
救
護
に
努
め
る
。
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
迅
速
に
職
員
の

配
備
体
制
を
整
え
、
被
害
状
況

の
把
握
・
対
応
、
被
災
者
や
避

難
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
自
衛
隊
等
に
派
遣
要

請
を
行
う
。
台
風
21
号
の
職
員

問
災
害
に
対
し
て
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

市
長
防
災
行
政
無
線
や
安

全
・
安
心
メ
ー
ル
で

の
警
報
の
種
別
、
避
難
所
の
開

設
状
況
な
ど
市
民
が
行
動
に
移

し
や
す
い
周
知
を
行
い
、
直
ち

に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
は
、
巡
回
広
報
等
も
行
い
、

配
備
体
制
は
、
早
朝
か
ら
消
防

防
災
課
や
７
地
区
の
現
地
対
策

本
部
に
職
員
を
待
機
さ
せ
、
そ

の
後
、
総
勢
１
６
２
人
の
職
員

で
、
翌
日
の
警
報
解
除
ま
で
情

報
収
集
や
災
害
対
策
に
当
た
っ

た
。
災
害
対
応
は
、
地
元
区
長

と
自
主
防
災
組
織
と
連
携
を
図

り
、
被
害
状
況
の
把
握
・
対
応
、

被
災
者
及
び
避
難
者
の
対
応
に

努
め
る
。

問
災
害
復
旧
対
策
に
つ
い

て
。

市
長
台
風
21
号
で
は
、
高

潮
に
よ
る
水
産
業
関

連
施
設
の
被
害
を
初
め
と
し
て
、

市
の
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
も

多
く
の
被
害
を
受
け
た
。
交
通

の
障
害
と
な
る
漂
流
物
や
崩
落

土
砂
等
の
撤
去
、
通
行
不
能
と

な
っ
た
道
路
の
応
急
復
旧
、
閉

塞
し
た
河
川
の
解
消
や
漁
港
内

の
流
木
・
漂
流
物
の
除
去
、
観

光
施
設
の
復
旧
な
ど
、
住
民
生

活
に
直
結
す
る
被
害
に
つ
い
て
一

日
で
も
早
い
復
旧
が
必
要
と
判

断
し
、
対
応
し
て
い
る
。

木曽　貴夫議員

台風２１号豊岡海岸の高潮

台風２１号白浜名倉漁港の被害

災
害
予
防
対
策
の
取
り
組
み
は

防
災
行
政
無
線
や
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
で
周
知

一
般
質
問
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ニ
ュ
ー
に
加
え
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長
夏
か
ら
秋
に
業
務
が

集
中
し
て
お
り
、
作

業
が
数
週
間
遅
れ
る
事
も
あ

り
、
種
ま
き
、
防
除
は
適
期
作

業
で
も
あ
る
た
め
課
題
も
あ
る

が
検
討
す
る
。

問
自
立
支

援
法
は

い
か
な
る
人
た

ち
が
対
象
に
な

る
の
か
。

市
長
経
済

的
に

困
窮
し
、
最
低

限
度
の
生
活
が

で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
の
あ
る

市
長
主
品
目
で
は
、
ナ
バ

ナ
で
約
28

、

１
億
１
２
７
万
円
。
キ
ン
セ
ン

カ
７

、
３
５
０
０
万
円
。
ソ

ラ
マ
メ
４

、
８
０
０
万
円
。

そ
の
他
多
数
の
被
害
が
出
て
お

り
、
対
策
と
し
て
、
県
単
農
業

災
害
対
策
資
金
（
無
利
子
貸
付
）

を
考
え
て
い
る
。

問
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ

る
程
の
被
害
状
況
下

で
利
子
補
給
だ
け
で
な
く
他
の

補
助
策
は
な
い
の
か
。

農
林
水
産
部
長
現
状
で
は

他
の
補
助

対
策
は
な
い
。

問
農
家
も
高
齢
化
が
進

み
、
種
ま
き
と
防
除

が
大
変
と
の
声
を
聞
く
が
メ

平川　幸男議員

　 　 　 　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法

平成 27 年 4 月から始まった生活困窮者自立
支援制度

台風で飛ばされたビニールハウス

一
般
質
問

人
や
、
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
日
常
生
活
上
困
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
人
も
対
象
と
考
え

る
。問

自
ら
支
援
を
求
め
な

い
人
が
多
く
こ
ち
ら

か
ら
早
期
発
見
に
向
け
た
取

り
組
み
と
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
。

市
長
市
役
所
の
窓
口
は
も

ち
ろ
ん
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
高
齢
者
相
談
セ
ン

タ
ー
及
び
民
生
委
員
、
自
治
会

等
の
地
域
の
方
々
か
ら
連
絡
を

い
た
だ
き
訪
問
に
よ
り
実
態
把

握
し
、
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
や

障
害
者
へ
の
支
援
及
び
通
院
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
台
風
に
よ
る
全
体
の
被

害
状
況
に
つ
い
て
。

市
長
イ
ン
フ
ラ
関
連
（
道

路
、
河
川
、
農
道
等
）

で
94
件
、
産
業
関
連
（
観
光
、

漁
港
施
設
）
31
件
、
農
業
・
漁

業
施
設
で
は
多
数
の
被
害
が
出

た
。問

農
産
物
の
被
害
状
況
と

対
策
に
つ
い
て 台

風
被
害
に
よ
る
観
光
事
業
に
与
え
る
影
響
と
対
策
は

入
込
客
は
20
％
程
度
減
少
、

体
験
観
光
を
含
め
た
誘
致
を
図
る
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の
方
法
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

問
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
・
プ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

問
現
構
想
は
、
千
倉
総
合

運
動
公
園
の
再
整
備

と
忽
戸
小
跡
地
の
再
活
用
、
そ

し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
を
移
転

し
、
企
業
誘
致
す
る
。
こ
の
３

点
が
一
体
に
な
っ
た
構
想
に

な
っ
て
い
る
た
め
に
、
ひ
と
つ

が
駄
目
に
な
る
と
全
部
を
見
直

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
別
々

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長
様
々
な
条
件
を
満

た
し
て
い
く
た
め

を
解
体
し
た
跡
地
に
計
画
し

て
い
る
人
工
芝
の
多
目
的
広

場
に
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
が
入

ら
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。教

育
長
具
体
的
な
考
え
は

な
い
が
、
予
算
の

範
囲
内
で
考
え
て
い
く
。

問
計
画
が
、
ず
さ
ん
す

ぎ
な
い
か
。
以
前
、

平
磯
地
区
に
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
を
整
備
す
る
計
画
が
あ
っ

た
が
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
の
整

備
を
別
に
す
れ
ば
現
在
の
施

設
を
解
体
せ
ず
に
済
む
し
、
事

業
費
も
軽
減
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

だ
け
を
つ
く
る
目

的
で
は
な
い
。
健
康
づ
く
り
や

文
化
活
動
の
振
興
、
忽
戸
小
の

跡
地
利
用
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

条
件
の
中
で
考
え
て
い
る
。

問
忽
戸
小
校
舎
を
解
体
し

温
水
プ
ー
ル
付
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
保
健

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移
転
し
、

企
業
誘
致
を
す
る
。
具
体
的
な

法
人
名
も
出
て
い
る
よ
う
だ

が
、
多
額
の
税

金
を
掛
け
、
公

共
施
設
を
明
け

渡
し
て
ま
で
一

法
人
を
受
け
入

れ
る
こ
と
を
市

民
が
理
解
す
る

と
思
う
か
。

市
長
雇
用
確

保
す
る

た
め
に
空
い
た
施

設
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
市
に
と
っ
て
有
効
と
考
え

て
い
る
。

問
約
29
億
５
千
万
円
の

大
型
事
業
だ
。
実
施

の
是
非
を
市
民
に
問
う
べ
き
と

思
う
が
。

教
育
長
色
々
な
人
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
計

画
を
進
め
て
参
り
た
い
。

関　　壽夫議員

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
の

整
備
計
画

「
千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
企
業
誘
致

千倉地区社会体育施設整備構想（案）

千
倉
地
区
社
会
体
育
施
設
整
備
構
想
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

一
般
質
問

現在の千倉総合運動公園
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と
は
認
識
し
、
強
化
期
間
を
設

定
す
る
な
ど
の
工
夫
を
加
え
続

け
て
き
た
。。

問
南
房
総
市
は
、
今
、

背
水
の
陣
を
敷
く
時

が
来
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
消
極
的
安
定
か
ら
積
極

的
安
定
へ
の
道
を
進
む
べ
き

時
で
は
。

市
長
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
各
部
署
に
お
い

て
事
業
提
案
や
工
程
に
つ
い
て
、

若
手
も
含
め
た
職
員
間
で
十
分

協
議
を
行
い
予
算
化
。
常
に
有

意
義
な
意
見
は
取
り
入
れ
ら
れ

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

問
職
員
の
士
気
の
向
上

が
図
れ
る
市
長
表
彰

の
案
件
は
こ
れ
ま
で
に
あ
っ

た
の
か
。

市
長
表
彰
案
件
は
な
い

が
、
以
前
、
講
評
と

問
職
員
提
案
制
度
の
取
り

組
み
と
実
績
に
つ
い
て
。

市
長
平
成
24
年
度
提
出
27

件
採
用
４
件
、
25
年

度
提
出
２
件
採
用
１
件
、
26
年

度
提
出
23
件
採
用
３
件
検
討
２

件
、
27
年
度
提
出
15
件
採
用
１

件
検
討
４
件
、
28
年
度
提
出
７

件
採
用
０
件
検
討
３
件
。
職
員

提
案
制
度
の
重
要
度
が
高
い
こ

い
う
形
で
積
極
的
に
応
募
し
た

職
員
に
対
し
奨
励
を
行
っ
た
。

表
彰
や
感
謝
状
の
交
付
な
ど
も

視
野
に
入
れ
、
提
案
者
の
努
力

を
た
た
え
、
明
確
に
奨
励
し
て

い
く
よ
う
創
意
工
夫
を
検
討
す

る
。問

管
理
職
が
率
先
し
て

範
を
示
し
起
爆
剤
と

な
る
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
長
管
理
職
は
も
と
よ

り
、
職
員
一
人
一
人
が

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
市
民

の
た
め
に
、
地
域
の
た
め
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
全
て
の
職
員

が
意
欲
的
に
提
案
で
き
る
よ
う
、

こ
の
制
度
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

提
案
数
に
対
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
希

望
の
有
無
を
確
認
し
た
り
、
自

由
で
活
発
な
意
見
提
案
の
場
と

し
て
活
用
。
有
意
義
な
意
見
を

少
し
で
も
地
域
へ
反
映
で
き
る

よ
う
推
進
し
て
い
く
。

　　貞夫議員

職員提案制度から生まれた空き家バンク制度
職
員
提
案
制
度
の
活
性
化
に
つ
い
て

制
度
の
見
直
し
を
図
る

菊川市人口：４７, ８２７人（H29.3.31）

南房総市人口：39,468 人（H29.3.31）

業務改善・職員提案制度状況例（静岡県菊川市）

職員提案制度状況例（南房総市）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

業務改善 92 45 40 22 53 118 234 358 387 265 333

職員提案 － － － 19 20 190 328 289 267 494 513

合　　計 92 45 40 41 73 308 562 647 654 759 846

H24 H25 H26 H27 H28

提　　出 27 2 23 15 7

採　　用 4 1 3 1 0

検　　討 ― ― 2 4 3

一
般
質
問
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　「スクラップ アンド ビルド」という言葉があります。
　「老朽化した行政機構を廃棄・廃止して、新しい
行政機構におきかえることによって、行政機構の集
中化、効率化などを実現すること」という意味だそ
うです。
　私は、旧丸山町の丸地区の職場に勤めて５年にな
りますが、その間にいくつもの行政機構が廃棄・廃
止されるのを見てきました。
「スクラップ」された事
　丸小学校が児童数の減少により廃校になり、丸山
分遣所が移転し、コミュニティセンターと体育館が
老朽化により取り壊されました。
　施設がひとつ無くなる度に、街から活気がなくなっ
ていくのを感じました。
　特に小学校が無くなり子どもたちの元気な声が聞
こえなくなったときの寂しさは忘れられません。
「ビルド」された事
　丸小学校には、南房総市内からですが企業が移転
予定と新聞に出ていました。
　街の活気を取り戻すきっかけになれば、と思って
います。
　様々な理由で「スクラップ」をする必要はあると
思いますが、行政関係者のみなさまには「ビルド」
に今まで以上に力を入れていただければ幸いです。

　私は千倉で一人暮らしをしています。75歳になり
ました。
　南房総市は観光立市と聞いておりますが、夕方に
なると街は真っ暗です。
　観光客は知らない町に来て、真っ暗な場所を歩く
のでしょうか。高齢者の多い市内を明るくして欲しい。
　運転手も高齢者、黒い服装の法事帰りの人が見づ
らい。
　道路もデコボコの所が多い。非常に危険だと思い
ます。
　台風21号の被害で花畑は大変です。花畑以外の
集客力のある観光は考えてあるのですか。
　お客様がバスで来て、ガッカリして評判が悪くなら
ないか心配しています。
　人口減少に歯止めをする意味でも、企業誘致をし
て、若者の働く場所を造って欲しいです。
　去年、南房総市内全域で出生した赤ちゃんは157
人だと聞いています。
　５年後、１０年後に南房総市でいられますか。
　頑張ってください。
　一市民として切実なお願いです。

川
かわな

名　正
まさひろ

博さん
（丸山地区）

鈴
すず き

木　勇
いさむ

さん
（千倉地区）

議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望す
る場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間が掛かる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地　議会広報編集特別委員会　TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

スクラップ・アンド・ビルド活性化した南房総市を夢見て

市
民
の
声



16

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

４年間を振り返って
　平成26年4月23日の任期開始から、もうすぐ4年が経ちます。
　この間には、子ども園や小中一貫校等の学校再編などにより、地域も様変わりしま
した。
　全国的にも関東・東北豪雨や熊本地震のような自然災害により、防災意識を再認
識しました。
　その中で、市議会議員の果たす役割も以前とは大きく変化してきました。
　４年間の議員活動を振り返り、全議員より一言申し上げます。

鈴
木　

直
一

　

市
政
発
展
の
た
め
に
、
議
会
活

動
に
実
直
一
途
に
全
力
を
つ
く
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

羽
山　

和
夫

　

是
々
非
々
の
理
念
で
活
動
致
し

ま
し
た
。

栗
原　

保
博

　

充
実
安
定
し
た
市
民
生
活
向
上

の
た
め
、
区
長
要
望
等
多
く
の
皆

様
の
声
を
行
政
に
伝
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。

真
木　

利
幸

　

皆
様
と
共
に
。
安
全
で
安
心
な
、

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

構
築
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

青
木　

正
孝

　

頼
ま
れ
た
事
は
す
ぐ
や
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　

貞
夫

　

是
々
非
々
で
発
言
。
市
民
の
皆

様
の
声
を
信
念
を
も
っ
て
届
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

木
曽　

貴
夫

　

市
民
の
皆
様
の
後
ろ
盾
の
お
陰

で
信
念
を
曲
げ
ず
に
議
会
活
動
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。

川
名　

晴
作

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
と
ど
け
、
建

設
的
な
議
論
の
で
き
る
議
会
を
。

　

ご
支
援
、
感
謝
し
ま
す
。

飯
田　

彰
一

　

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ

り
、
住
み
良
い
街
づ
く
り
、
産
業

の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
し
た

ま
い
り
ま

た

構
築
に
鋭
意
努
め
て
ま
い

ま

た
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４
年
間
を
振
り
返
っ
て

真
　

皆
様
川
上　

清

　

市
民
や
地
域
が
直
面
す
る
様
々

な
行
政
課
題
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
し
た
。

長
谷
川　

博

　

市
民
へ
の
思
い
や
り
と
対
話
で

議
会
活
動
に
専
念
出
来
た
事
に
感

謝
し
ま
す
。

川
﨑　

愼
一

　

皆
様
の
声
を
伝
え
る
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
微
力
な
が
ら
働
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

平
川　

幸
男

　

地
域
の
活
性
化
と
、
各
産
業
振

興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

寺
澤　

利
郎

　

議
会
で
は
、
中
間
管
理
職
で
い
ろ
い

ろ
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
に
も〝
あ
り
が
と
う
〞の
一
言
で
す
。

髙
木　

幹
男

　

市
政
の
発
展
と
地
場
産
業
の
育
成
、

福
祉
の
向
上
及
び
子
育
て
支
援
等
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

峯　

隆
司

　
一
つ
で
も
多
く
市
民
の
声
を
行

政
に
届
け
る
た
め
に
全
力
で
頑
張

り
ま
し
た
。

阿
部　

美
津
江

　
「
一
人
を
大
切
に
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
女
性
の
視
点
に
立
ち
市
民
の

代
弁
者
と
し
て
議
会
で
実
現
を
訴

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

青
木　

建
二

　

効
率
と
利
便
性
の
向
上
を
具
現

化
で
き
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

関　

壽
夫

　

是
々
非
々
を
旨
に
市
民
目
線
で

市
民
の
声
が
市
政
に
届
く
よ
う
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

安
田　

美
由
貴

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
や
高
齢
者

外
出
支
援
な
ど
取
り
上
げ
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
民
の
声
を
届
け
ま
す
。
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南房総市議会のホームページでライブ・録画
配信しています。スマホでも視聴できます。
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市議会
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▼

▼

　

議
会
だ
よ
り
41
号
か
ら
、
こ
の
47
号
ま
で
、
現

８
名
の
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
で
編
集
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
、
分
か
り
や
す
く
親
し
ま
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
で
の
広
報
づ
く
り
は
今
回
で
最
後

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
に
、

委
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

安
房
地
域
で
進
め
て
い

た
３
市
１
町
に
よ
る
ご
み

処
理
施
設
の
建
設
は
、
館

山
市
の
離
脱
に
よ
り
現
在

は
、
南
房
総
市
・
鴨
川
市
・

鋸
南
町
の
２
市
１
町
で
進

め
て
い
る
。

　

施
設
規
模
も
縮
小
す
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
、
安

房
広
域
で
計
画
さ
れ
て
い

る
施
設
の
処
理
能
力
は
、

１
日
70
ト
ン
。
そ
の
た
め
、

同
規
模
の
処
理
能
力
が
あ

る
施
設
を
視
察
し
た
。

　

初
日
に
伺
っ
た
の
は
、

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

の「
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
」。

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

は
、
小
山
市
・
下し

も
つ
け野
市
・

野
木
町
・
上か

み
の
か
わ

三
川
町
の
４

市
町
で
構
成
さ
れ
、
４
市

町
の
人
口
は
、
28
万
人
。

　

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

は
、
80
ト
ン
炉
２
基
、
70

ト
ン
炉
１
基
の
計
３
基
が

24
時
間
稼
働
し
て
い
る
。

　

視
察
し
た
70
ト
ン
炉
は
、

平
成
28
年
９
月
に
竣
工
し
、

焼
却
炉
形
式
は
、
全
連
続

燃
焼
式
ス
ト
ー
カ
炉
を
採

用
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
シ
ャ
フ
ト
炉
に

し
な
か
っ
た
の
か
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
シ
ャ
フ
ト
炉
は
、

ス
ト
ー
カ
炉
に
比
べ
て
、

多
額
の
費
用
が
か
か
り
、

修
繕
費
も
か
か
る
た
め
、

ス
ト
ー
カ
炉
を
採
用
し
た
」

と
の
こ
と
。

　

翌
日
に
伺
っ
た
の
は
、

「
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」。

栃
木
県
小
山
市
・
那
須
塩
原
市
　
　
平
成
29
年
10
月
25
日
〜
26
日

視
察
報
告 

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
行
政
視
察
　

70
ト
ン
炉
２
基
が
稼
働

し
、
焼
却
炉
は
ス
ト
ー
カ

方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
日
20
ト
ン
の

資
源
ご
み
を
処
理
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
併

設
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
自
然
と

の
共
生
を
目
指
し
て
お
り
、

施
設
と
一
体
を
成
す
緑
地

の
保
全
を
図
り
、
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
の
育
成
な
ど
、
そ

こ
に
生
き
る
様
々
な
動
植

物
も
保
全
し
、
施
設
の
隣

地
所
有
者
の
協
力
で
、
約

28
万
㎡
に
及
ぶ
緑
地
保
全

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
も
取
り
入

れ
、
プ
ラ
ン
ト
排
水
を
一

切
行
わ
な
い
ク
ロ
ー
ズ
ド

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
環

境
に
配
慮
し
て
い
た
。

　

施
設
の
運
転
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
集
中
監
視
し
、

安
全
で
効
率
の
良
い
自
動

化
運
転
を
行
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
ご

み
処
理
建
設
事
業
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。


